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患 者 さ ん に 血 液 が 届 く ま で献 血 の 手 順

　受付確認票に記入します。
　また、本人確認のため、ご自身を証明できる
ものを提示します。

①献血受付

　採血ベッドに横になって、採血を開始しま
す。

　献血できる場所は、献血ルームや献血
バスなど、全国にたくさんあります。⑤採　血

　献血する方の安全と、輸血を受ける患者さん
の安全のために、質問に正確に回答します。

②質問へ
　の回答

　献血後は、休憩場所で十分に水分補給をして
いただき、少なくとも10分以上は、休憩をして
ください。

献血ルーム 献血バス

⑥休　憩

　回答いただいた内容に基づき、問診や血圧測
定等を行い、採血の可否は医師が判断します。
問診内容のプライバシーは厳守されます。

③健康診断

　献血カードを受け取ります。今後の献血記録
になりますので、大切に保管してください。

⑦献血カード
　の受取

　貧血の心配がないか、事前に調べます。成分
献血の場合は、血小板の数も調べます。

ヘモグロビン
濃度測定、
血液型事前検査

④
　気分が悪くなったり、針
をさした部位に痛みやしび
れが残る場合は、すぐに血
液センター職員にお知らせ
ください。

献血後の注意

献 　 　 血

血液センター 血漿分画製剤メーカー

医 療 機 関

①検査
　血液型や、ウイルス混入していな
いかを調べます。

②製剤
　血液は成分ごとに分けられ、目的
にあった血液製剤がつくられます。

　成分ごとに分けられた血液（血漿）
の一部は、血漿分画製剤の原料（原
料血漿）として血漿分画製剤メーカー
へと配分されます。
　原料血漿はさらに様々な成分に精
製され、20種類以上の血漿分画製剤
となります。

③保管
　製剤の種類に応じて、適切な温度
で保管しています。

　血液製剤を必要としている患者さんのもとに届きます。
　献血で助かる命はたくさんあるのです。

④供給
　365日24時間いつでも病院へ届
けられるように、準備しています。

献血血液

主な輸血用血液製剤 血漿分画製剤
（免疫グロブリン製剤等）

原
料
血
漿

赤血球製剤

有効期間
21日

慢性貧血、外
科手術前後の
輸血などに使
われます。

血小板製剤 血小板産生低
下による血小
板減少症など
の場合に使わ
れます。

有効期間
４日

外傷や外科手
術などに使わ
れます。

血漿製剤

有効期間
1年

やけど、感染
症、血友病の
治療のためな
どに使われま
す。
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